
高岡のカーボンニュートラル実現に向けた懇談会（第１回） 

 

  日時 令和４年８月１日（月）午後２時～ 

場所 高岡市役所本庁舎 ８階 803会議室  

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 主旨説明 

  高岡のカーボンニュートラル実現に向けた懇談会の設置等について 

 

４ 会長選出 

 

５ 議事 

（１）高岡市の地域経済循環とカーボンニュートラルへの取り組みについて 

 

（２）企業におけるカーボンニュートラルへの取り組みについて 

 

（３）今後のスケジュールについて 

 

（４）その他 

 

５ 閉会 

 

 

資料一覧 

・【資料１】  地方公共団体実行計画(区域施策編)の策定について 

・【資料２】  高岡市カーボンニュートラル推進ロードマップ 

・【資料３】  実行計画における具体的取り組みの検討に向けた方向性 

・【参考資料】 第 1回 脱炭素先行地域の概要 

・【参考資料】 地域脱炭素ロードマップ【概要】（抜粋） 



資料 1 

 

地方公共団体実行計画(区域施策編)の策定について 

 

（１）地方公共団体実行計画とは 

地方公共団体実行計画は、国の「地球温暖化対策計画」に即して、地方公共団体が作成する計画。 

「事務事業編」と「区域施策編」に分けられる。 

令和３年６月に公布された地球温暖化対策の推進に関する法律（以下「温対法」という。）の一部を

改正する法律（令和３年法律第 54号）では、2050年までの脱炭素社会の実現が基本理念として法律に

位置づけられる。 

 

（２）地方公共団体実行計画（事務事業編）と(区域施策編)の違い 

「事務事業編」 ： 地方公共団体が行う業務によって排出される温室効果ガスを減らすための計画。 

計画的に公共施設等での省エネ等を進めて温室効果ガスを減らすことで、地球温暖

化を防止。すべての都道府県及び市町村に策定が義務付けられている。 

「区域施策編」 ： 地域住民（市民）や事業者がメインとなる取組みを定めたもの。 

地球温暖化対策計画に即して、区域の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの

排出抑制等を推進する総合的な計画。市町村の策定は努力義務。 

 

（３）「区域施策編」の策定を目指して 

本市は令和４年３月に高岡市カーボンニュートラル推進ロードマップを作成し、基本方針、部門別温

室効果ガス排出量の数値目標と取組内容、目指す将来像を可視化したところ。このロードマップをもと

に、民間事業者との懇談会を設け、民間からの意見を幅広く取り入れ、令和 4 年度中に「区域施策編」

を策定する予定である。 

 

表 区域施策編の構成例 

骨 格の例  構 成要素 の例  

① 区域施策編策定の基本的事

項・背景・意義 

・ 区域施策編策定の背景・意義 

・ 区域の特徴（自然的社会的条件及び各主体の特徴等） 

・ 計画期間 

・ 推進体制 

② 温室効果ガス排出量の推

計・要因分析  

・ 区域の温室効果ガス排出状況 

③ 計画全体の目標  ・ 区域施策編の目標 

④ 温室効果ガス排出削減等に

関する対策・施策 

・ 区域の各主体に期待される対策 

・ 地方公共団体が実施する施策 

（再生可能エネルギー利用促進等の施策） 

・ 施策の実施に関する目標 

⑤ 地域脱炭素化促進事業に関

する内容 

・ 地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項 

（促進区域、地域の環境保全のための取組、地域の経済及び社

会の持続的発展に資する取組 等） 

⑥ 区域施策編の実施及び進捗

管理 

・ 区域施策編の実施及び進捗管理 

 



※BAU推計：新たな取組みを行わず、これまでの社会情勢と同様の傾向で推移することを想定した現況趨勢
（Business As Usual）による推計。電力会社の電力のCO2排出原単位の低減は勘案していない。

基本方針３
エネルギー分野等の産業育
成・地域ビジネスの創出

高岡市カーボンニュートラル推進ロードマップ

＜取組方針＞

基本方針２
再生可能エネルギー
創出と利活用促進

基本方針１
徹底的な
省エネルギーの推進

要削減
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実績 BAU推計 目標値 BAU推計 目標値

産業部門

業務その他

部門

家庭部門

運輸部門

一般廃棄物

（単位：千t-CO2）

2013年度

【基準年度】

2030年度 2050年度

2013

年度比

▲46％

要削減

820

実質ゼロ

にする

高岡市の挑戦・・・カーボンニュートラルによる「地域も暮らしも豊かになる社会」の構築

カーボンニュートラルで目指す未来は、我慢・切り詰めではなく、快適な生活の実現、持続可能な事業構築や経済の好循環を実現するチャンス！

一人ひとりのライフスタイルの転換、ものづくりの技を活かして脱炭素社会に対応する事業等への転換、行政の率先した取り組み等

市民、事業者、行政すべての「ひとの力」を結集し、「地域も暮らしも豊かになる社会」の構築に挑戦していく。

〈目標〉

・ まず2030年までに 2013年度比で46％減、964千t-CO2を達成する

・ さらに2050年までに 実質ゼロを達成（温室効果ガスの排出量削減

＋植林・森林管理や技術革新による吸収量の増加）

産業部門
・省エネルギー性能の高い設備・機器の導入

・低炭素な原材料を使用した製品製造

・ものづくりの技術を活かした事業転換

・新技術による再生可能エネルギー創出

→持続可能な事業、新たなビジネスチャンスを掴む！

業務その他部門
・オフィスのZEB化

・PPAモデル等の太陽光発電設備の導入 など

→快適な労働環境、効率化、経費削減を達成！

家庭部門
・ライフスタイルの転換（賢い選択：食品ロス削減、

自動車以外の移動手段の選択 など）

・高効率な省エネルギー機器の導入

・住宅の脱炭素（ZEH）化 など

→家計にも環境にもやさしい、

粋でクールなライフスタイルの実現！

運輸部門
・使用する化石燃料の消費の低減

・EV／FCV車両への切り替え など

→経費削減、持続可能な事業の実現！

部門別の取組

省エネ

創エネ

経済成長

5.05ｔ／年・世帯

高岡市の家庭からのCO2排出量(目安)

（2018実績より）

★まちの脱炭素化により

経済と環境の好循環が

実現した社会！！
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！

＜想定される本市の取組例＞

・企業への呼びかけ

・新事業への展開に向けた支

援・産学官連携

・家庭への啓発

・太陽光発電設備導入

・充電スタンドやカーシェア

リングの拠点整備支援など
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■LED化
市立学校体育館、
生涯学習センター、
下水道施設

■電気自動車等導入
市長部局、上下水道局

■ペーパーレス
電子決済、
ＩＣＴ活用（電子申請、
データでの管理）

■ごみ減量化・資源化

■公共交通活性化支援
■LED化支援
■商品開発支援
CN関連

■環境保全型農業支援他
■PPA導入等支援
■ICT導入支援

実行計画における具体的取り組みの検討に向けた方向性
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（R4予算化事業から）
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取組方針

・公共施設への
徹底的な省・創エネ導入

・民間事業者等の活用
・バイオマス活用

・ZEB級公共施設の増
・更なる創エネ・省エネ
・廃棄物の資源循環
・森林の保全強化

脱炭素先行地域
全国で少なくとも100カ所

（2023年度申請予定）

市内先行地域で、重点的に
脱炭素に取り組む

地域課題の解決
暮らしの質の向上

高岡市内
脱炭素ドミノ

特色を生かした取組の実現
（廃棄物、上下水道、教育、病院）

・新事業転換
・省エネ・創エネ
・産学官連携

・技術革新・新産業創出
・インフラ整備

有力なステークホルダーを
広く獲得

技術革新による
CO2吸収量の増加

家
庭

運
輸

・省エネ・創エネ
・COOL CHOICEの定着
・３R＋Renewableの推進

・ZEH化住宅の拡大

・省エネ・創エネ
・PPAモデルの推進

・ZEB化
・再エネ購入

市民、中小企業をリード
すべく市が率先して実践

・公共交通へのハイブリッド
車両等導入

・脱炭素型ライフスタイル転換
・脱炭素型ライフスタイル定着
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